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4月組合の異動

3月末日組合員総数259社

4月末日組合員総数259社予定

4月の行事予定

2日 東京都幹部新任挨拶 21日 理事会

9,10日会計監査

14日 常務会

消費者物価１.６％高 ２月

４年ぶりに２％割れ 3月24日みなと新聞

うおいち㈱の4月の商品情報を

ホームページにUPいたしました。

よろしくお願いします。

（次ページ左欄上に続きま（右欄上に続きます）

総務省が２４日発表した２月の全国消費者物価指

数（２０２０年＝１００）は、価格変動の大きい

生鮮食品を除く総合指数が１１１・４と、前年同

月比１・６％上昇した。プラスは５４カ月連続。

食料が高止まりした一方、政府の電気・ガス代補

助やガソリン暫定税率廃止の効果でエネルギーが

大幅に下落。全体の伸び率は３カ月連続で縮小し、

２０２２年３月以来、３年１１カ月ぶりに２％を

割り込んだ。エネルギーは９・１％下落し、マイ

ナス幅は前月の５・２％から拡大した。このうち

ガソリンは１４・９％、電気代は８％、都市ガス

代は８・２％、それぞれ下がった。生鮮食品を除

く食料は５・７％の上昇と、７カ月連続で伸びが

鈍化した。このうち、前月に２７・９％上昇した

米類の伸び率は１７・１％だった。チョコレート

は原材料費の高騰で２６・９％上昇した。生活実

感に近い生鮮食品を含む総合指数は１・３％、生

鮮食品とエネルギーを除く総合指数は２・５％、

それぞれ上昇した。３月に入り、中東情勢の緊迫

化を受けて原油価格が急騰。ガソリン代も値上が

りしているが、総務省は今後の消費者物価に対す

る影響について「現時点でどのぐらいの範囲で表

れるかは答えられない」（統計局）と言及を避け

た。（時事）

【さかなの動き】国産サバ１月輸出単価最高

２５０円ノルウェー減産直撃か 3月24日みなと新聞

１月の日本産冷凍サバ輸出量は５７８６トンと前

年同月比１・８倍に拡大した。首位のタイ国、２

番目に多かったベトナム向けがけん引した。平均

輸出単価はキロ２５０円と４６％高に高騰。２５年１

２月の２１８円を上回り、２カ月続けて最高値を更新

した。

国内の不漁の常態化に、最大産地ノルウェーの大

減産が重なり、タイトな需給を受けて異常値とも

いえる単価アップとなった可能性がある。これま

での最高値は１９９１年１２月の２１５円だった。

国別でみると、最多のタイ国向けは２・２倍の１

９４８トン、単価は近年最高の３０２円（前年同

月比２倍）に暴騰した。２番目のベトナム向けは

６３％増の１３６２トン。同国向け単価も２８６

円と１・６倍に高騰した。３番目のフィリピン向

けは１・７倍の７８４トン、単価は５％安の１４

３円だった。４番目の台湾向けは８・５倍の４０５ト

ンに大幅伸長し、単価は１４％高の１９７円。アフリ

カ向けは５番目に多かったナイジェリアが４・５倍の

２１７トンに増えた一方、エジプトは４３％減の９７

トンにとどまった。ガーナも５４％減の１４４トンに

半減、単価は１・７倍の３３４円に暴騰した。

東京魚卵２月 鮭卵３割、スケコ１割高

高値続き減少募る 3月2６日水経新聞

東京都中央卸売市場２月の塩蔵魚卵販売は、いず

れの製品価格も前年同期を大幅に上回り、販売量

の極端な減少に直面している。

【筋子】販売量は１６トンで前年並みだったが、単価

が３１・８％高のキロ５１３７円に達しており、かつ

てない高値となった昨年暮れの５０００円台に戻して

しまった。北米の減産に伴い、冷凍卵から国内加工す

る味付け製品が主体になっているとみられるが、それ

もまた原卵価格の高値で安く販売できる環境にないの

が実情だ。

【イクラ】鮭卵不足は深刻で、イクラも高値に張り付

いて販売量を落としている。２月は９５８６円で１月

と同水準の高値が続き、販売量は４２トンで３７・

０％の大幅減少となった。１万円を大きく超える国産

と、１万円以下で販売できるベニ子やマス子など輸入

冷凍卵を用いた製品が単価を相殺し、ならして９００

０円台の高値で推移しているものとみられる。
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【スケコ】２０２４年１２月に１０７トンを販売

して以降、月間販売量はいずれも１００トンに届

いておらず、ジリ貧が止まらない状況だ。２月は

１月並みの５９トンを販売したが、前年同月比で

は１７・１％減と２割近い大きな減少で、価格が

上がっている以上に販売数量が落ち込んでいる。

単価は２１６３円で１２・０％高く、年明け以降

は単価の１割高に対して数量は２割近く減ってい

る計算だ。

【明太子】スケコに比べると価格の変動も数量の

落ち込みも少ないが、製品の値上がりによって販

売数が落ちるという傾向は同じだ。２月の単価は

２１８０円で前年より５・７％小高いものの、販

売数量は３・７％減にとどまり、１～２月累計で

も７・４％高に対して２・０％の減少と、スケコ

ほどの後退には至っていない。

【塩カズノコ】正月明けの端境期ながら、出回り

が少ない中でも高値が続き、販売数量も前年に届

かない状況が続いている。国産の減産高値と輸入

は円安により原卵価格は高止まりしており、製品

へのコスト転嫁で消費が伴わない状態だ。

【味付カズノコ】塩蔵と同様、国内外の原卵価格

の高騰で製品へのコスト転嫁が影響しており、端

境期の月間販売量はいずれも数トンにとどまって

いる。 暮れの１１～１２月に年間の半分以上を

販売してしまうので月々の扱いはそれほど影響し

ないが、長期的にはジリ貧傾向に変わりはない。

東京鮭鱒２月 チリギンは値上げでも順調

ベニザケは集荷付かず低迷 3月2６日水経新聞

国産では養ギンが端境期でまだ数量を欠いている

が、出回りは前年よりやや少ない。ギン以外とみ

られるその他の生鮮はこのところ出回りが増えて

きて、単価も値下がり気味。

【冷凍】チリギンの販売単価は１月より１００円

以上高い１４００円台に戻し、前年同月に比べて

も小高くなったにもかかわらず、販売数は８３０

トンで前年を１０・３％上回った。ギンとは対照

的に天然ベニは、単価が安くても販売数は伸びず、

供給量の大幅な減少が商材力を奪ってしまった可

能性がある。

【塩蔵】冷凍と同様にチリギンの伸びとは暗対照

にベニの売れ行きは悪く、ベニは高かった昨年よ

り２割以上値下がりしても、販売数はほぼ半減し

た。北米輸入の壊滅的な減少が影響しているとみ

られる。チリギンは１３９９円で冷凍原料より安

いのは課題だが、販売量は３３０トンで昨年より

１割方増えて、競合がない中で順調な荷動きをう

かがわせている。

東京都中央卸売市場２月のサケ・マス販売は、全体的

に順調な売れ行きを維持した。生鮮と塩蔵は単価安で

販売数量を増やし、冷凍は小高くなっても数量はプラ

スを守った。

【生鮮】主力の輸入物は北欧の池出し価格の値下がり

が続いたことで、販売単価は１月より１００円ほど下

落して３か月ぶりにキロ２０００円を下回った。この

ため販売数量は３０９トンと前年同月を７・９％上回

り、昨年８月から続くプラスを維持した。

原油高騰、物価に不透明感

食料品への上昇圧力も 3月2６日みなと新聞

総務省が２４日発表した２月の消費者物価指数

（生鮮食品を除く）の前年同月比の上昇率は、約

４年ぶりに２％を割り込んだ。ただ、中東情勢の

緊迫化で原油価格が急騰、再び２％台に乗せる可

能性が指摘されている。食品など幅広い分野で上昇

圧力が強まる恐れもあり、先行きは不透明だ。今回の

鈍化の主因は、２月請求分から適用されている政府の

電気・ガス代補助。しかし、補助額は４月に縮小、５

月にはゼロとなる。昨年末の暫定税率廃止で大幅に下

落したガソリン価格も原油高騰で上昇に転じ、廃止効

果は霧散した。 ニッセイ基礎研究所の斎藤太郎経済

調査部長は、「（消費者物価は）３月に再び２％台と

なり、４月以降も２％程度の推移が続く」と予想。電

気・ガス料金は、燃料費に連動して秋以降、本格的に

上昇するとみている。一服感が出ている食品値上げの

動きについても、原油高や円安で「再び値上げに踏み

切る企業が増える可能性がある」（第一生命経済研究

所の新家義貴シニアエグゼクティブエコノミスト）と

の指摘が出ている。
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り、昨年８月から続くプラスを維持した。 の指摘が出ている。

２％物価の安定的実現を目指す日銀は、従来の

経済・物価見通しを維持しているが、「原油価格

上昇に伴うリスクシナリオが新たに登場した」

（植田和男総裁）と景気下押しに警戒感を強める。

中東問題が長期化して企業収益が圧迫され始めれ

ば、日銀の利上げ路線にも狂いが生じかねない。

生魚の入荷が比較的安定し、やや好調に推移した。

気温が高く生食需要が高まり、マグロやサーモン

などの刺身類が推移した一方で、鍋関連商材は伸

び悩んだ。 節分について、昨年は日曜日、今年

は平日となった。恵方巻きが好調に推移し売り

切った店舗が多く、ハーフサイズや手巻き用バイ

キングなどの取り組みが好調との声もあった。切

り身類では、ブリが入荷減により前年を割り込む

店舗が多かった。エビ・カニ、冷凍魚は好不調が

分かれた。貝類や塩干、魚卵は高値推移が続き、

点数が伸びず苦戦した。 惣菜の売上高は、既存

店ベースで４・３％増、全店ベースは５・８％増

の１１８８億３６８０万円。緩やかな単価上昇が

進み、売り上げを確保できている店舗が多かった。

米飯類は引き続き堅調で、弁当・丼・おにぎり、

寿司類が伸長した店舗が多い。揚げ物や焼き物も

好調で食卓需要が好調となった。節分の恵方巻き

関連は総じて好調に推移し、予約販売の強化など

食品ロス削減の取り組みも進んだ。日配のうち、

ねり物は苦戦した。冷凍食品は単価上昇分が売り

上げに寄与した店舗がある一方、特売時のまとめ

買い傾向を指摘する声もあった。統計は全国スー

パーマーケット協会、日本スーパーマーケット協

会、オール日本スーパーマーケット協会の３団体

が集計した。２月の調査対象企業数は２７０社、

店舗数は８４３１店だった。

（次ページ左欄上に続きます）（右欄上に続きます）

２月スーパー既存店２％増収

恵方巻にはハーフに支持 3月2６日みなと新聞

量販店の業界団体は２月の売上高（速報値、税抜

き）を２５日までに発表した。既存店ベースの水

産品売上高は、主に総合スーパー（ＧＭＳ）でつ

くる日本チェーンストア協会が前年同月比０・

７％減、食品スーパー（ＳＭ）３団体は２・３％

増だった。節分関連で、恵方巻きはハーフサイズ

に支持が集まった。

ＧＭＳは微減 日本チェーンストア協会の販売統

計によると、２月の水産品売上高は全店ベースで

４・２％減、販売金額は５６０億３０６８万円

だった。商材別では刺身やマグロ、カツオ、マダ

イ、ヤリイカ、サーモン、切り身、ウナギ、冷凍

魚、冷凍エビ・カニ、魚卵、シラス・チリメン、

海藻類などはまずまずの動き。タコ、ブリ、イワ

シ、カキ、ホタテ貝柱、ホタルイカ、干物、塩干

類、漬け魚などの動きは鈍かった。 惣菜の売上

高は、既存店ベースが１・８％増、全店ベースが

９・７％減、販売金額は８６７億６８４０万円

だった。温惣菜は天ぷら、フライ、唐揚げ、焼き

物、焼き鳥、中華、ピザ、オードブルなどの動き

は良かった。要冷惣菜は和惣菜はまずまずだった

が洋惣菜の動きは鈍かった。弁当、寿司はまずま

ずの動きだった。その他、おでんやねり製品など

の動きは鈍かった。また、節分関連では恵方巻き

は一本物が振るわなかったものの、ハーフやハー

フセットが好調だった。同会の２月末時点の企業

数は４６社、対象店舗数は９４６９店だった。Ｓ

Ｍ３団体が発表した販売統計調査によると、２月

の水産品売上高の全店ベースは３・５％増、全店

売上高は８４４億４３１８万円だった。

天然マダイ１ヵ月で５割安 大阪本場

量まとまり卵持ち増 3月2６日みなと新聞

【大阪】１６～２６日の大阪市中央卸売市場本場

に入荷した天然マダイの１日当たりの平均入荷量

は、前月比４割増の約５トンだった。
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中心卸値は前月比５割安のキロ７００円。卸は

「３月の引き合いは強いものの、引き合い以上に

入荷があり、卸値は前月を大きく下回った」と説

明する。 産地は兵庫、島根、山口などが多い。

中心サイズは１尾７００グラムで例年並み。身質

は良好だが、卵を持ち始め、身が痩せている個体

も混ざっている。主な販売先は量販店で、切り身

や刺身として販売することが多い。一部飲食店で

は、見た目が鮮やかな桜色になる「桜鯛」を使っ

た料理を春のメニューとして取り入れている。

今後について、卸筋は「入荷量は右肩上がりで、

４月後半～５月のピーク時は今の１・５倍ほどに

なる。値段は今よりも最大で２割ほど安くなるの

では」と見通す。

愛媛産養殖マダイの３月下旬の産地相場は、大サ

イズがキロ９５０円、中心サイズは９３０円で前

月と変わらない。９００円台の産地相場は２０２

２年９月から４３カ月連続。高値安定が続くため、

末端消費の動きもあまり変わらない。昨年は海水

温が高めでマダイの成長が遅れた。そのため大サ

イズが品薄となり、その品薄を補う形で９月から

１・８キロサイズを９５０円にした。韓国向けの

輸出は好調で大サイズの品薄は現在も解消してい

ない。産地相場は１７～１９年にかけ９００円を

上回る相場が続いた。だが２０～２１年前半にコ

ロナの影響で需要が激減し、６００～５００円台

で低迷。２１年１０月に７５０円に回復。２２年

９月９００円、２３年９月９８０～９６０円だっ

た。２４年７月には９５０～９３０円になった。

これまでマダイの産地相場は４～５年くらいの周

期で上昇と低迷を繰り返していた。しかしコロナ

後の回復期を境に相場が安定している。 韓国向

け輸出は、１月に数量が前年同月比２７・７％増

の３０４トン、金額が３６・５％増の３億４６９

７万円。近年は年間４０００～５０００トンの水

準を維持しており、２５年は前年比１４・３％増

の５６４１トンと過去１０年で最高。金額は１

５・３％増の５７億２３６２万円だった。

海外巻網船が南方漁場で漁獲し、焼津漁港（静岡

県焼津市）に水揚げする冷凍カツオのうち、主に

生食原料向けとなるブライン凍結特別選別品（Ｐ

Ｓ）相場は３月中旬現在、４・５キロ上がキロ２

８０円、２・５キロ上が３２０円、１・８キロ上

が２９５円と前月から保合いとなっている。南方

の操業は不安定だが、「２・５キロ上のＰＳに限

ると並漁では」と商社。漁獲はカツオが大半を占

め、キハダの漁獲は少ないという。遠洋一本釣船

が生産する生食向けのブライン凍結１級品（Ｂ

１）は、昨年から堅調な漁獲が続く。産地関係者

は「昨年は近海、東沖が不漁だったが、南方で不

振を補う成績を出せた」とする。相場が極端に下

がらない点も好材料とする。カツオは春のたたき

商戦を迎えた。昨年秋は近海物の不漁で冷凍原料

に需要が集中し、商社は「１０月まで冷凍物の出

荷が続いた」と振り返る。年末に向けてカツオの

販売が一服したことで、「春商戦の準備は整って

いる」と意気込む。 直近ではイラン情勢の悪化で、

世界的な燃油高騰が懸念される。商社は「今後の動向

に注視するが、春に関しては一人でも多くの消費者に

カツオを訴求できる環境だ」と話す。

【さかなの動き】冷凍カツオ 焼津PS相場保合

B１は南方操業堅調 3月2６日みなと新聞

【さかなの動き】養殖マダイ愛媛産 産地相場保合

９３０円 大サイズ品薄で９５０円 3月27日みなと新聞

燃油㌔３０万円突破 外地補給の遠洋船に打撃

停船・早期帰国も視野 3月30日水経新聞

（次ページ左欄上に続きます）

イラン情勢の悪化に伴い、原油価格の大幅な上昇

が漁業に影響を与えている。国内価格は激変緩和

措置により被害が抑制されているが、海外基地

（外地）で燃料補給する遠洋漁船は、その恩恵を

受けられない。遠洋海域で操業する漁業団体の幹

部らが２６日に水産庁の藤田仁司長官を訪ね、過

去に経験のない勢いで上昇する燃油価格への緊急

支援措置を要望した。外地補給港のＡ重油価格は、

特に南アフリカ共和国のケープタウンで急騰して

いる。
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いる。

もとより現在の為替では円貨で高値を強いられて

おり、２月末の時点で一キロリットル当たり１

２・６万円だった。米国とイスラエルによるイラ

ンへの軍事攻撃が始まると急転、約３１万円まで

上昇している。この価格も時期や取引先会社で

日々異なる。日かつ漁協の香川謙二組合長は、最

大で「３６万円へ到達した」と報告した。遠洋マ

グロはえ縄船の一日当たりの燃油消費量は、平均

で２・６～３キロリットルとされる。約３倍もの

上昇で一日当たりの経費は、燃油代だけで１００

万円超というありさまだ。中東航行のリスク回避

のため、欧州とアジアを結ぶ航路は現在、アフリ

カ回りの迂（う）回を余儀なくされている。ケー

プタウンの補給隻数が増え、在庫不足が価格高騰

に拍車を掛ける要因となった。日本トロール底魚

協会の吉田光徳会長は、当地に寄港した所属船が

“パニック相場”の真っただ中に、一キロリットル

当たり「４０万円以上という連絡を受けた」と吐

露。外地で停泊して状況を見守る船もあり、「激

変緩和措置以外の対策を早急に打っていただきた

い」と求めた。状況が長期化すれば、燃油の入手

すら困難になる恐れがある。関係者によるとナミ

ビアなど近隣国では、その傾向が表れ始めている

そうだ。 ケープタウンはミナミマグロおよび大

西洋クロマグロ操業船の主要基地でもある。香川

組合長によると状況が悪化し、現地で給油できな

い場合は日本へ船を戻す。あるいはその時点で比

較的上げ幅の少ない基地に向かうなど、年間計画

を見直す経営者もいるという。どちらを選択して

も、操業期間は相当に短くなる。国際減船を行い、

一隻当たりの漁獲割当を増やす新体制で「『さあ

がんばろう』という矢先のこと。枠を消化できる

か」と肩を落とす。

先行きに不安感募る 海外まき網漁業協会の長尾一彦

会長によると、１９日現在の洋上補給最低価格は約２

９万円でオファーを受けたという。タンカー積み込み

時の相場が反映されるため、この価格も一定ではない。

同日は近かつ協の納富善裕専務と大日本水産会の髙瀨

美和子専務、日かつ漁協の小栗謙司理事も出席し、募

る不安感を訴えた。

要請を終えた香川組合長によると、藤田長官から

は外国船の対応なども含め、情報収集をしながら

「業界と一緒に対策を検討する」との姿勢が伝え

られたという。

練り製品市場動向

豊洲市場、大阪市場 3月30日水経新聞

豊洲市場＝ねり製品の即食性など注目 麺類との

食べ合わせも提案 豊洲卸の大都魚類（株）と中

央魚類（株）、丸千千代田水産（株）の３社は各

社会議室などで１月に春夏商品の展示会を開催。

昨年は豊洲市場水産卸売場棟３階の塩干加工セリ

場で卸７社合同で開催したが、今年は合同開催は

見送り、３社が同日開催した。春夏向けには、ね

り製品の生食でき即食性の高さなどを訴求する動

きが目立った。夏場は火を使った調理が敬遠され

ることから、調理の手間がいらない点や買い物頻

度が抑えられる常温品なども注目された。さらに

暑くなると麺類の需要が伸びることから、麺類と

ねり製品の食べ合わせ提案など、さまざまな食べ

方を提案する訴求も目立った。水産物の水揚げの

減少もあり、手軽に魚肉を摂取できる、ねり製品

の注目が高まる可能性は十分ある。

大阪市場＝ ㈱大水 より魅力ある商品提供を

大阪本場支社塩冷部製品課主任 村田健治氏 ね

り製品の販売は、２月は非常に悪く、値上げの影

響などが出てきたように思う。さらにあらゆる商

品・サービスの価格が上昇していて、ねり製品に

限らず、そのほかの食品でも購入を抑えたようだ。

お金の使い方は大きく変化してきており、趣味や

嗜（し）好にはお金をかけるが、一方で食費は抑

えている。米国とイスラエルによるイラン攻撃の

影響は、国内の石油備蓄などもあり、現時点では大

きくないが、各メーカーともボイラーをたいたり、包材

など、今後影響してくるだろう。従来の提案・訴求では

売り上げは維持できず大きな転換点を迎える。そうした

中で、ねり製品メーカーも提案・訴求で試行錯誤を余儀

なくされている。賞味期限を延ばすなどロス対策のほか、

これまで以上に価格に見合った商品、より魅力ある商品

が求められている。
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が求められている。

㈱うおいち 涼味訴求する即食商品多く 市場営

業本部大阪加工食品部第三課主事補 小林佳瑚氏

春夏商品の販売が一部３月からスタートしている

が、朝晩はまだ寒い日もあり、本格的な動きには

なっていない。また、今期はメーカーの半数が値

上げをしていることもある。地球沸騰化の時代も

あり、春夏商品では涼味を訴求する、即食商品が

多い。暑い日々が長くなっていて、多くのメー

カーがそうした対応として、ちぎり天などを提案

している。伸長が続いてきたカニ風味カマボコは

落ち着いてきている。そうした中で、少し目先を

変えた商品を販売していく動きもある。前期に注

目されたスティック形状のカマボコ商品は健康志

向などから引き続き伸長が期待されている。一部

のメーカーは積極的に展開しており、スーパー・

量販店によってはまだ伸長していく余地があると

みている。

〈豊洲の旬プラス〉 ボイルホタルイカ

水揚げ停滞こなれぬ相場 3月30日水経新聞

２０２５年は一昨年の富山産の豊漁在庫で加工筋

は問題なく回せていたが、今年は手持ちがないこ

とで早くから浜での原料確保の買いに入ったこと

から新物出荷があおりを食う、全く対照的な動き

となっている。 加えて、イカ全般の相場高で空

いた売場スペースに、序盤の水揚げが潤沢と伝わ

るホタルイカで少しでも売場を埋めたいという末

端の意向も強くあって引き合いがあるようで、入

荷が多少増えてもなかなか相場を下げ切らない。

兵庫は主産地・浜坂港の２６～２９日の休市によ

り一段高となり、富山はマイワシが増えてホタル

イカの円滑な入網を妨げ始めたため、直近の水揚

げは急減し、相場は大きく反発する形となってい

る。送られてくるホタルイカは「兵庫産はパリッ

としているし、富山産は定置物らしくパンパンに

膨らんでいる」と身質については文句ないだけに

歯がゆいところだが、加工筋が必要とする在庫を

十分に確保できるまで堅調な相場が続きそうだ。

水揚げ停滞／こなれぬ相場 底びき網の兵庫、定

置網の富山で序盤は潤沢な水揚げが続いていたホ

タルイカ漁だが、東京・豊洲市場のボイル物の入

荷は不漁の前年こそ上回るものの大きく増えず、

相場もこなれてこない。昨年の大不漁で在庫を枯

らしていた加工筋の買いの強さが影響していると

みられる。直近は水揚げが停滞期に入っており急

反発。元の潤沢な水揚げに回復しても豊漁年らし

い値頃感が出るには「２～３週間はかかる」（豊

洲卸）と見立てている。２４日時点では、主産地

は兵庫が一日４０～５０トン、富山で一日１０～

２０トンほどの水揚げが連続していた。それでも

豊洲の３月２週（３月６～１２日）の一日平均卸

売数量は１３・６トン（前年同期比４５％増）、

３月３週（３月１３～１９日）は１４・９トン（１

４％増）という穏やかな伸びにとどまった。２３日現

在の相場は富山産はキロ１１００～９００円（前年１

０００～８００円）、兵庫をはじめとする各地は６０

０～５００円（６００～３５０円）と、むしろ前年同

時期に比べると若干高めだった。

チェーン協２月１２か月連続前年越え

水産は４ヵ月ぶりマイナス 3月30日水経新聞

総合スーパー（ＧＭＳ）主体の日本チェーンスト

ア協会が２５日に発表した２月度の会員企業の総

販売額（速報値）は、９６６１億５３１８万円

（既存店前年同月比１・０％増）となり、１２か

月連続で前年実績を上回った。一方、水産品

（０・７％減）は魚価高などが継続する中で４か

月ぶりのマイナスに落ち込んだ。全体の客数は９

８・８％、客単価は１０１・０％。参考値ベース

の買い上げ点数は９６・７％と、前月より１・６

ポイント悪化して節約志向が根強い状況が続いて

いる。２月は冬季五輪やバレンタインデー、節分

といったイベントが複数あった。ただ選択消費が

進む中で好・不調が分かれる展開となり、恵方巻

については「一本物は不調だが、ハーフセットの

方がよかった」という。主力である食料品の販売額

は６９７２億２６２２万円（０・２％増）で、そのう

ち水産品は５６０億３０６８万円だった。マグロやカ

ツオ、サーモン、魚卵などはまずまずだったが、タコ、

ブリ、ホタテ、干物などは振るわなかった。
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食料品以外では、住関品（０・２％増）は前年並

みを維持したが、衣料品（９・３％減）は気温が

例年より高かったことで秋冬物が低調だった。足

元の動きとしては、２月同様に買い上げ点数の減

少が継続する中、全体のおよそ７割を占める食料

品の値上げ分が全体を押し上げる構図が継続。水

産関連では３月３日にひな祭りがあったものの、

ハマグリをはじめとした貝類の動きは振るわな

かったようだ。また、中東情勢の悪化に伴う原油

高の影響については同協会は「現状ではトイレッ

トペーパーなどの買い占めはない」というが、長

期的には「有料袋や惣菜トレーなどの高騰をはじ

め広範囲に及ぶ可能性がある」と警鐘を鳴らした。

人気ネタ、サーモンが１５年連続１位

Umios回転寿司に関する調査 3月30日水経新聞

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きます）

Ｕｍｉｏｓは今回で１６回目となる「回転寿司に

関する消費者実態調査２０２６」を行った。それ

によると１５年連続で人気ネタランキング１位は

「サーモン」で、今回も最初に食べる、締めで食

べたいネタはともに「サーモン」と不動だった。

調査は２月１７日から４日間、全国の１５歳から

５９歳の男女で、月に１回以上回転寿司店を利用

する人を対象にインターネットリサーチを行った。

３０００人の有効回答サンプルを集計している。

回転寿司店選びの基準についてトップ３は「値段

が安い」「ネタが新鮮」「家から近い」。電話や

ネット・アプリで予約して行くことが多いかは、

予約して行くことが多いは６１・７％、予約せず

に行くことが多いは３８・３％と前年よりも予約

して行く人の割合が増えた。回転寿司店で食べる

量については、男性が平均１１・４皿、女性は平

均８・３皿。エリア別では１位が「九州・沖縄」

で平均１０・３皿だった。回転寿司店の人気ネタ

ランキングは今回も１位が１５年連続「サーモ

ン」。２位「マグロ（赤身）」、３位「エビ」と

なった。男女別では男性より女性の方が「サーモン」

を食べる割合が高かった。回転寿司に行った時に締め

に食べることが多いネタの１位も「サーモン」で、２

位「マグロ（赤身）」、３位「エビ」の順だった。

回転寿司で行ってほしいフェア、キャンペーンは

「旬のネタ」「地方ネタ・ご当地グルメ」「大切

り・大盛り」。自県以外で回転寿司を食べに行き

たい都道府県は「北海道」が断トツの１位。２位

「石川県」、３位「富山県」と続く。食品ロス軽

減のため回転レーン廃止に取り組む回転寿司店に

対しては、５割半ばが「優先度が高くなる」と回

答している。海洋管理協議会（ＭＳＣ）認証や水

産養殖管理協議会（ＡＳＣ）認証を取得した魚を

回転寿司で食べたいと回答したのは７４・８％

だった。

マサバ、平年を上回るマイワシ・マアジは

前年並み対馬暖流系予想 4月1日水経新聞

水産研究・教育機構は３月２７日、水産資源研究

所が取りまとめた対馬暖流系サバ類、イワシ類、

マアジの長期漁海況予報（４～９月）を公表した。

マサバ資源量は２０２４年生まれの２歳魚が２３

年生まれを上回るとみられており、来遊水準は東

シナ海の沖合・沿岸域および日本海で平年（２１

～２５年の平均値）を上回ると予測された。マア

ジも２４年生まれの２歳魚が、前年の資源量を上

回ると推定される。そのため、日本海の来遊量は

低調だった前年同期を上回り、平年並みになると

考えられる。東シナ海はゼンゴ・小銘柄の１歳魚

を主体に、沖合・沿岸域とも来遊量は前年・平年

並みで、０歳魚と２歳魚も漁獲される。マイワシ

は２５年生まれの１歳魚の資源量が、２４年生ま

れ並みか若干下回ると判断される。東シナ海、日

本海とも期間中に１歳魚以上の中羽・大羽銘柄が

漁獲の主体となり、来遊量は前年並み。東シナ海

では平年を上回る予想だ。

４月食品値上げ３割減 民間調査

勢い一服も再燃可能性 4月1日みなと新聞

帝国データバンクが３月３１日発表した主要食品

メーカー１９５社の価格改定動向調査によると、

４月に値上げされる飲食料品は２７９８品目だっ

た。値上げの勢いは一服傾向にあり、品目数は前

年同月比で３３・８％減少した。
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年同月比で３３・８％減少した。

ただ調査担当者は、中東情勢の緊迫化に伴う原油

高騰などから「年後半に値上げラッシュが再燃す

る可能性がある」と懸念を示す。 原材料価格や

輸送コスト高騰などを背景に、食用油の主要各社

が家庭用を値上げする。昭和産業は「キャノーラ

油」シリーズなど６品の価格を１５％以上引き上

げる。日清食品は即席麺など約１７０品の値上げ

に踏み切る。カップ麺「カップヌードル レギュ

ラー」の希望小売価格は２５４円から２６７円に

上がる見通しだ。

【さかなの動き】チリ産ギンザケ在庫はけず

荷動き鈍く円安進行で販売苦戦 4月1日みなと新聞

チリ産ギンザケは３月末現在、荷動きや商談に停

滞感がみられている。円安の進行などで、２０２

５年に仕入れた在庫の販売に苦戦する商社が多く、

「２５年の仕入れ値を踏まえて採算を考慮すると

売りにくい状況」（商社筋）。３～４月は新物の

価格が出回り始める時期だが、「在庫がなかなか

はけない中で、新物を早めに確保しようという商

社は少ないのでは。“買い”の空気感があった昨年

とは異なる様相」との声も聞かれた。３月末の内

販価格は、６／９ポンドサイズがキロ１１００円

前後、４／６ポンドサイズが１２３０円ほどで推

移する。年明けから大きな変動はない。平年の３

月の相場と比べると高値だが、「内販価格がもっ

と上がらなければ積極的に売るのは困難」（同）。

一方、商社から仕入れる量販店としては、店頭で

の販売価格を抑えたい考えだという。財務省貿易統

計によると、チリ産ギンザケ（冷凍ドレス）の２５年

シーズン（２５年９月～２６年２月）輸入量は６万５

４２７トン。２４年シーズン比で２２％増えた。２月

輸入量については「失速する」とみる商社もあったが、

２５年同月比１１％増の１万３５４１トンだった。

マグロ情報 ２月輸入 台湾冷バチ１０４７円

燃油高騰で続伸必至 4月3日水経新聞

財務省の貿易統計によると、マグロ類２月の輸入

実績は生鮮・冷蔵物が１２７トン（前年同月比３

７％減）、１億９１００万円（５２％減）、

冷凍物は１万８６１６トン（２６％増）、２９９

億７７００万円（６７％増）、加工品は４１３４

トン（１６％増）、３４億８９００万円（１８％

増）だった。冷バチ丸（ＧＧ）のＣＩＦキロ単価

の平均は１０６０円（４５％高）で、１月の９５

５円から１１％高。数量が最も多い台湾産は１０

４７円（４３％高）で、同じく１月の９５２円か

ら１０％高となっている。台湾産冷バチの４ケタ

相場は２０２２年以来。当時はコロナ禍に海外船

で生じた乗組員問題などの混乱が戻らず、出漁隻

数の減少から供給難が想定された。そのため積極

的な買い付けが生じ、同年５月から１０００円乗

せがスタート、１２月に最高値の１０９６円まで

達し、翌年１月から９００円台へと戻っている。

今回の４ケタ相場は、長引く円安も含めた操業コ

ストの増大に対応した上昇だ。稼働隻数を増やす

ための方策として、台湾漁船の一船買い価格（外

貨）は２月に１１５０円へ修正された。ただし、

短期間で外貨を上げ続けたことにより、関係者の

間では買い疲れが叫ばれている。こうした背景か

ら当面は、同値が続くと予想されていた。しかし

２月２８日の米国、イスラエルによるイランへの

攻撃以降、燃油価格が高騰している。日本の激変

緩和措置のような対応のない海外遠洋船は、「給

油済みの今の燃油を使い切ったら操業を止める」

と、いつ決断してもおかしくない。そのため外貨

は、３月半ばに１２００円に到達した。だが、ホ

ルムズ海峡が開放されるまで続伸は必至だ。未体

験の高値を迎える可能性が、日々現実味を帯びて

いる。 地中海沿岸国からの養殖クロマグロ冷凍

フィレー（Ｆ）は２月に５１４６トン（５１％

増）で、昨年１１月に２５年生産分の搬入が始

まって４か月目に、ようやく前年同月を上回った。

餌などのコスト上昇分を価格に上乗せしたい生産

者との交渉が長引いたことから、入荷が遅れてい

る。２５年生産分の累計は１万９１８トンで、前

年同期比１０％減で推移している。２月の単価は

３０６６円（１７％高）、２５年生産分の平均は

３１７０円で前年同期比２４％高となった。
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７％減）、１億９１００万円（５２％減）、

輸入に不利な円安が長期化しているうえ、競合す

る日本近海の生鮮クロマグロが豊漁のため、海外

からの出荷が控えられている。メキシコ産の養殖

クロマグロは５３トン（６４％減）まで絞られた

が、平均単価は２２００円（３％高）にとどまっ

ている。天然ミナミマグロはインドネシア産の１

１９８キロのみで、平均単価は１５０３円。ここ

数年は２月から入荷があったニュージーランド産

だが、今年はゼロだった。

宮城でワカメ、コンブ被害１０００㌧超

塩釜は全量廃棄 海保船重油漏れ 4月3日みなと新聞

【宮城】宮城県塩釜港で海上保安庁の巡視船から

重油が流出した事故で、塩釜や七ケ浜などで生産

されるワカメやコンブ、ノリに付着被害が出てい

る。 ＪＦみやぎと塩釜市漁協は３月３０日、最

盛期を迎えたワカメ、コンブの今シーズンの漁を

中止し、生産物の全量廃棄を決めた。ＪＦみやぎ

七ケ浜支所でも同様に、シーズン終盤となったノ

リの収穫を中止した。ワカメ、コンブの廃棄量は

計１０００トン以上となる見込み。今後は被害の

実態調査を進め、被害額を確定していくとともに、

事故の原因となった海上保安庁への賠償請求を進

めていく方針だ。 事故は塩釜市貞山ふ頭に停泊

していた海上保安庁の巡視船「ざおう」で２５日

にあった。船内のタンクに燃料を移送していたと

ころ、移送ポンプが何らかの原因で稼働が止まら

ず、重油が船内に漏出し、海に流れた。海に流出

した量は最低でも１０００リットルとみられ、巡視船

が停泊した周辺は重油の臭いが漂っている。ポンプの

不具合の根本的な原因は分かっていない。人為的な問

題か、機械的なエラーがあったのかは第二管区海上保

安本部が調査を進めている。

２５日の事故を受けてＪＦみやぎ、塩釜市漁協は

２７日に周辺海域の漁場を調査。２０地点の漁場

全てにおいて、ワカメ、コンブに重油が付着して

いることを確認した上で、３０日に今シーズンの

水揚げ中止と、生産物の全量廃棄を決めた。七ケ

浜地区でもノリへの付着を確認し、水揚げを中止

している。３１日には被害のあった塩釜、七ケ浜、

利府の３市町と各漁協が村井嘉浩知事を訪れ、融

資の利子補給など側面的な支援に加え、国への積

極的な補償の要望などについて支援を要請した。

付着被害は広範囲で発生しており、重油の流出量

も明確になっていないことから、今後も被害規模、

金額は拡大する見通し。産地では最盛期を迎えた

ワカメ、コンブの水揚げが中止になったことへの

喪失感と不安感が広がっている。

３月都内物価１.７％高

４ヵ月連続伸び縮小 4月3日みなと新聞

総務省が３月３１日発表した３月の東京都区部消

費者物価指数（中旬速報値、２０２０年＝１０

０）は、価格変動の大きい生鮮食品を除く総合指

数が１１０・０と、前年同月比１・７％上昇した。

プラスは５５カ月連続だが、伸び率は４カ月連続

で縮小。食料品価格上昇の勢いが鈍化した他、政

府の電気・ガス代補助が下押しし、前月に続いて

２％を下回った。エネルギーは７・５％下落。こ

のうち電気代は８・２％、都市ガス代は９・６％、

それぞれ下がった。一方、ガソリンの下落幅は

１％と前月の１４・７％から大幅縮小。中東情勢

緊迫化に伴う価格上昇が、暫定税率廃止のマイナ

ス効果を相殺した。調査時点は３月中旬で、ガソ

リン補助金は反映されていない。生鮮食品を除く

食料は４・９％上昇（前月５・５％上昇）。この

うち米類は８・３％上昇（同１８・２％上昇）に

鈍化した。生活実感に近い生鮮食品を含む総合指

数は１・４％、生鮮食品とエネルギーを除く総合

指数は２・３％、それぞれ上がった。同日発表の２

５年度平均の都区部消費者物価指数は、生鮮食品を除

く総合指数が１１０・６と、前年度比２・６％上昇。

伸び率は２４年度の２・１％から拡大した。
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伸び率は２４年度の２・１％から拡大した。

【さかなの動き】道日本海ニシン 水揚前年並み

低水準カズノコ原料の逼迫危惧 4月3日みなと新聞

北海道日本海沿岸ニシン漁は３月２０日現在、前

年同期比３％増の１６４４トン。近年最低だった

前年並みで推移し、特に主産地の石狩湾漁協が前

年同期比３割減の大不振に陥り、カズノコ向け原

料の逼迫（ひっぱく）が危惧されてきた。表は道

の集計から後志北部・南部、石狩、留萌、宗谷を

抽出した数値。別の産地関係機関による３月３１

日時点の集計では石狩湾と小樽市、東しゃこたん

の各漁協の漁獲量（概算値）は前年同期比１割減

の１２５０トンと伸び悩んでいる。今期は１月下

旬の漁期入りからしけが多く、序盤から伸び悩み、

石狩湾沿岸は盛漁期とされる２～３月も伸びを欠

いた。一方で寿都など短期間に狭い地域に魚群来

遊があり、漁獲が伸びた産地もある。石狩湾沿岸

は漁期終盤を迎え、ニシンから他の魚種に切り替

える動きがあり、今後の漁獲上積みは限定的とみ

られる。産地市況はカズノコ加工向けの買い付け

業者を中心に過熱気味。日本海産の良品の雌選別

はキロ７００円台が付き、雄雌混みで６００～４

５０円中心とともに前年同期比２割前後高い。今

後は４月以降に漁が本格化する留萌方面や道東・

オホーツク方面への漁獲動向が注目される。

英外食の水産消費量３％減 ２５年

価格上昇受け売上高２割増 4月６日みなと新聞

水産物関連の客数や水産物の市場シェアの落ち込

みが影響した。外食で消費する水産物はマダラが

最も多く、サーモン、エビ、マグロ、ハドックが

続く。２５年はマダラやマグロ、ハドックの消費

量が前年を下回った一方、サケやエビ、その他魚

種は増加。トップ５種で全体の８割を占めた。外

食で提供されるプロテイン全体のうち、水産物が

占める割合は１４％と小さく、特に安価な鶏肉と

の競争が激しい。水産物は最も高価なタンパク質

としてプレミアム品の位置づけを維持する一方、

価格に敏感な面も持ち合わせている。販売業態別

で提供数が最も多いのはファストフード店。さら

に教育や職場といった利便性のある場所でも重要

性が高まる。一方、パブやフィッシュアンドチッ

プス専門店など観光要素の強い店舗では減少傾向

が続く。伝統的な食場面から、日常的かつ利便的

な食事へシフトしている動きが浮き彫りとなった。

一方、報告書では現行トレンドを消費拡大のチャ

ンスと指摘。依然として水産物は多用途かつ人気

なタンパク質であり、昼食や夕食、特にソーシャ

ルダイニングの需要は強い。シェアミールや夕食

には需要な食品であることを強調している。 さら

にファストフード店や職場・教育現場の消費拡大は水

産物がテークアウトや軽食、利便性を求める食事にう

まく対応できることを示しているとし、同業態での水

産物の選択肢を増やすことが新たな消費者獲得へつな

がるとみる。今後の成長機会としては、近代的なメ

ニュー形式や価値主導型、世界各国の食文化を取り入

れた料理など若者向けの訴求力強化や、需要が弱まる

秋冬シーズンの需要開発なども例に挙げた。

英国グレートブリテン（ＧＢ）の外食における水産物

消費量が５年ぶりに減少に転じた。２０２５年の提供

量は前年比３％減の推定１４万１６８８トン。一方で

価格上昇の影響を受けて売上高ベースでは前年を２

０％上回り、７７億ポンドと推測される。英国の水産

業界を支援する政府外公共機関、シーフィッシュが２

月、水産物に特化した外食動向調査報告書を発表した。

報告書によると、外食は英国全体の食用水産物消費の

３分の１を占める重要な市場。推定消費量は提供食数

に１４０グラム（１食当たりの推奨提供重量）を乗じ

て算出した。２５年は穏やかな経済成長が見られたも

のの、高度なインフレや消費者意欲の低下が消費者の

外食行動に影響。

【さかなの動き】養殖ブリ 浜値１４００円

保合 鹿児島産高値感で動き鈍く 4月６日みなと新聞

鹿児島県内養殖ブリ主要産地の中心浜値は４月上

旬、前年同月比１００円高のキロ１４００円（中

心サイズ５キロ弱）と、前月から保合いとなって

いる。販売状況については「例年より鈍い。理由

は高値感だろう」（産地筋）。今期は、飼料など

経費が高騰していることから、「産地にとって現

在の浜値は決して高値ではない。。
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在の浜値は決して高値ではない。。

今は飼料だけで成魚１キロ当たり１０００円かか

る時代だ。販売価格への理解がなければ、ブリ養

殖は成り立たない状況になる」（同）。一方、県

外産地では早くも今期２年魚の新物が販売開始さ

れているが、「当産地は例年通り６月に販売を開

始する予定」と話す。同県の養殖カンパチの基準

浜値は４月上旬、１７５０円（１尾４キロ）と前

月から変わらない。前年同月比は１００円高。高

値傾向が長期間継続している。活魚限定で、同サ

イズを１８００円で販売する傾向も変化がない。

浜値については「在池がタイトゆえ、大きく値を

下げることはない」と説明。新物の販売開始につ

いては、「産地として時期を遅らせ、サイズアッ

プさせたいが、今期物の在池切れが迫っている。

新物販売は例年より早期になる可能性が高い」


